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大阪会場東京会場

13:30 ～ 17:00 ( 受付 13：00 ～ )
ハービス PLAZA　5 階 3 号室ビジョンセンター東京八重洲

　　　　　　　9 階 904 号室

□私たちが作る保護室
□求められる既存への対応
□患者想定に基づいた保護室設計
　：某病院の事例について
□保護室の仕様とコスト

「保護室の計画と設計」
第　　部　13：30 ～ 14：2011

10 月 5日（土）

第　　部　14：30 ～ 15：3022
「精神科医療環境への取り組み」

講師：田淵　幸嗣

講師：竹之内 啓孝

□外来について
　：外来の環境作り
□病棟について
　：入院患者の症状に合った病棟づくり
　：治療空間の豊かさ
□合理的な動線計画

〒 604-8254　京都市中京区堀川通錦小路上ル四坊堀川町 617番地

株式会社 ゆう建築設計 https://www.eusekkei.co.jp

〒 105-0012 東京都港区芝大門 1丁目 4-8　浜松町清和ビル７F
TEL : 03-6721-5430 FAX : 03-6721-5431 TEL : 075-801-0022 FAX : 075-801-8290

 一級建築士事務所  東京都知事登録　第 56394 号  一級建築士事務所  京都府知事登録　06A第 02343 号

第　　部　15：40 ～ 16：3033
「建設工事費が高騰する今、
　　　　病院建替え計画を実現させるために」

ゆう建築設計では、20 年以上にわたり「精神科医療環境を建築から支える」の考
え方に基づき、精神科病院の設計に携わってきました。そこでの建築計画は、精神
科病院特有の在院日数の長さによる入院環境の整備、患者の症状に応じた病棟計画、
プライバシーと病院内の安全性の確保、外来の新たな治療環境といった病院全体の
構成と、自傷他害行為のある患者を隔離する保護室の作り方といったディテールに
まで多岐にわたります。そして、それらを実現させるための様々な取り組みを行っ
てきました。
このセミナーでは、ゆう建築設計の取り組みの一端をお伝えすることで、皆さまの
お役に立てるものであると考えております。

精神科病院の主となる病室である
　　　　　「保護室」に対する私たちの取り組みについて

精神科病院の事業主が目指す医療提供に対して
             様々な工夫を凝らして実現してきた事例について

□建て替えにあたっての様々な課題を解決
□将来対応を考えた病棟構成
□設計段階におけるコストを低減させる工夫
　：合理的で無駄のない建築計画
　：機能を満たす選択

建替事例と、建設費高騰という社会情勢に対する            
                精神科病院のコストへの考え方について

講師：近藤 吉広
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10 月 19日（土）

ゆう建築設計ホームページからお申込みいただけます。

参加費： 5,000 円（当日現金払い）

https://www.eusekkei.co.jp

13:30 ～ 17:00 ( 受付 13：00 ～ )

東京申込 大阪申込

定員　： 30 名（各日）
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日　時
＜ 受　 付 ＞ 13：00 ～
＜セミナー＞ 13：30 ～ 17：00

5,000 円（当日現金払い）参加費

2024年 10月19日（土）

30 名（先着順）定　員

ハービス PLAZA

アクセス JR 大阪駅（桜橋口）より徒歩 7 分
阪神大阪梅田駅（西改札）より徒歩 6 分

【大阪セミナー：お問い合わせ先】
担当：金川電話：075-801-0022

場　所

大
阪
会
場
申　込

JR 東京駅 八重洲北口 徒歩 4 分
（八重洲地下街 16 番出口 徒歩 2 分）
東京メトロ 銀座線・東西線、
都営地下鉄　日本橋駅 B3 出口徒歩 1 分

【東京セミナー：お問い合わせ先】

日　時
＜ 受　 付 ＞ 13：00 ～
＜セミナー＞ 13：30 ～ 17：00

5,000 円（当日現金払い）参加費

2024 年 10 月 5 日（土）

30 名（先着順）定　員

アクセス

場　所

東
京
会
場

ビジョンセンター東京八重洲
　　　　　　　　9 階 904 号室

申　込

担当：矢木電話：03-6721-5430

建設工事費が高騰する今、建設工事費が高騰する今、
             病院建替計画を実現させるために             病院建替計画を実現させるために

～設計者にしかできないことがある～

構想段階から事業主の思いを形にする提案力 
多くの医療施設を手掛けた設計者ならではの具体的な検討 

そこには、コストをコントロールできる多くのノウハウがある！ 

私たちは、建築設計ＶＥ（Value Engineering）を日本で初めて行った建築設計者で、コストコントロールの豊富な経験と、医療・
福祉分野の幅広いノウハウの蓄積から、多様な精神科病院設計を行ってきました。 
　建設工事費が高騰しているここ数年でも、精神科病院に限らず、様々な医療・福祉施設建築計画を実現させることが出来ました。 

　建設工事費が高騰している今、病院を建て替えるには精神科病院の設計に精通している設計者の役割が更に重要となりました。 
　事業主は、社会情勢の変化によりどの様な病院が必要になるか、どの病院機能を強化させる必要があるか、病院経営状況に見合っ
た病院などさまざまな視点で事業計画を見据える必要があります。 
　建築設計者の役割は、与えられた設計要求事項を満たした単なる病院計画をまとめる設計技術だけではありません。
　事業計画の中で最も重要なことは何かを共に考え少しずつ明確にしていき、その考えに沿った適切な建築計画・設計・コストを
提案する “事業主の思いを形にする ”能力が必要です。 
　事業主と建築設計者は、共に真剣に検討し、何を選択するかを問われています。各病院に合った答えを見つけなければなりません。 

　セミナー第 3部では、精神科病院ごとに異なる特性を生かしつつ合理的な建築計画、建物自体の面積を必要とする病院機能を満
たしながらどう選択するか。また、病院計画の多くは居ながらの建替計画となり工事の手順と工事中の渡り廊下、厨房、インフラ
設備等の仮設計画がコストを大きく変えていきます。 
　病院建替計画を実現させるためには、基本構想段階から建築設計者での具体的な検討が必須となります。 
　基本構想の段階から、いかにコストをコントロールするか実例を交えて詳しく説明します。

東京都中央区日本橋 2-3-4
日本橋プラザビル 9 階

大阪市北区梅田 2 丁目 5 番 25 号
5 階

5 階 3 号室

建替え前

ゆう建築設計ホームページからお申込みいただけます。
https://www.eusekkei.co.jp

建替え後

第　　部33
の

テーマ

医療福祉建築を専門とするゆう建築設計の建築セミナー


